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平成22年 2010年　3月 公立豊岡病院組合広報紙 第31号

組合立病院　  ◇公立豊岡病院  ◇日高医療センター  ◇出石医療センター  ◇朝来梁瀬医療センター  ◇朝来和田山医療センター

　

現
在
、
豊
岡
病
院
で
は
、

今
春
四
月
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

運
航
に
向
け
て
、
そ
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
人

工
呼
吸
器
や
除
細
動
器
な
ど

の
専
用
の
医
療
機
器
を
備

え
、
救
急
専
門
医
と
看
護
師

を
乗
せ
、
直
接
、
緊
急
患
者

の
元
に
向
か
う
専
用
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
用
い
る
最
大
の
利

点
は
、
緊
急
患
者
の
い
る
救

急
現
場
に
、
医
師
・
看
護
師

を
素
早
く
送
り
届
け
、
す
ぐ

さ
ま
救
命
処
置
を
開
始
し
、

適
切
な
医
療
機
関
へ
の
迅
速

な
搬
送
が
可
能
に
な
る
こ
と

で
す
。

　

一
分
一
秒
を
争
う
緊
急
患

者
の
適
切
な
治
療
が
、
い
ち

早
く
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
救

命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽

減
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

その救える命を救うため、
　　　　一刻も早く救急現場へ

写真提供　ヒラタ学園
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原
則
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
日

没
三
十
分
前
ま
で
、
三
六
五
日
毎
日

運
航
し
ま
す
。
た
だ
し
、
霧
や
雪
、

強
風
な
ど
の
悪
天
候
の
場
合
は
運
航

で
き
ま
せ
ん
。

　

一
般
の
方
が
直
接
要
請
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
一
九
番
通
報
を

受
け
た
消
防
署
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

出
動
要
請
を
し
ま
す
。

　

医
師
・
看
護
師
・
操
縦
士
・
整
備

士
の
四
名
が
必
ず
搭
乗
し
ま
す
。
緊

急
患
者
は
最
大
二
名
ま
で
、
付
き
添

い
の
方
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
場

合
の
み
医
師
の
判
断
で
一
名
乗
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

山
が
多
い
但
馬
は
、
兵
庫
県
最

高
峰
の
氷
ノ
山
を
筆
頭
に
蘇
武

岳
、
南
に
は
粟
鹿
山
・
生
野
連
山

が
控
え
ま
す
。
そ
の
高
さ
は
千

メ
ー
ト
ル
を
前
後
し
ま
す
。
日
本

海
に
向
か
っ
て
は
、
円
山
川
が
わ

ず
か
な
平
野
を
開
き
、
山
々
に

は
、
急
峻
な
渓
谷
を
形
作
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
複
雑
な
地
形
が
、
但

馬
の
文
化
と
伝
統
を
育
ん
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
医
療
に
関
し
て
は
、

こ
れ
が
弊
害
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
一
刻
を
争
う
緊
急
患
者
の

搬
送
で
す
。
現
在
の
救
急
車
に
よ

る
搬
送
で
は
、
多
く
の
時
間
を
必

要
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
す
る
計
画
が
持

ち
上
が
り
ま
し
た
。

❶
市
民
か
ら
の
一
一
九
番
通
報

❷
消
防
本
部
指
令
セ
ン
タ
ー

緊
急
患
者
の
容
態
・
場
所
な
ど
の

情
報
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動

を
要
請
し
ま
す
。

❸
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
管
理
室

気
象
条
件
や
要
請
内
容
か
ら

出
動
を
決
定
し
、
待
機
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
へ
出
動
指
令
を
行
い

ま
す
。

❹
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

操
縦
士
・
整
備
士
は
常
に
ヘ
リ
近

辺
で
発
進
体
制
を
取
っ
て
お
り
、

医
師
・
看
護
師
が
ヘ
リ
に
乗
り
込

み
次
第
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

向
け
て
発
進
し
ま
す
。

❺
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

緊
急
患
者
を
収
容
し
た
救
急
車
と

の
合
流
地
点
で
す
。
そ
の
後
、
医

師
・
看
護
師
に
よ
り
救
命
処
置
を

行
い
、
患
者
の
容
態
を
安
定
さ
せ

た
後
、
適
切
な
医
療
機
関
へ
搬
送

し
ま
す
。

豊
岡
病
院
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始

二
〇
一
〇
年
四
月

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
有
効
性

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
フ
ロ
ー

Ｑ1
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
時
間
は
？

Ｑ2
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は

だ
れ
で
も
で
き
る
の
で
す
か
？

Ｑ3
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
は
緊
急
患
者
の

他
に
だ
れ
が
乗
る
の
で
す
か
？

Ｑ4
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
利
用
し
た
場
合
、

費
用
は
か
か
り
ま
す
か
？

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

Ｑ
＆
Ａ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

Ｑ
＆
Ａ
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救
急
現
場
や
機
内
で
行
っ
た

医
療
行
為
に
つ
い
て
は
、
一
般
の

病
院
と
同
じ
よ
う
に
、
医
療
費
の

一
部
が
搬
送
患
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

　　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
原
則
と
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
公
園
や
校

庭
な
ど
の
臨
時
発
着
場
（
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
に
着
陸
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

基
地
病
院
で
あ
る
豊
岡
病
院
但
馬
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、
医
師
が
搬
送
患
者
の
容
体

や
搬
送
時
間
等
を
考
慮
し
て
、
他
病

院
に
搬
送
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
近
く
に
着
陸
す

る
場
合
は
、
速
や
か
に
待
避
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
着
陸
後
は
救
命
治

療
を
行
い
ま
す
の
で
、
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ7
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
す
る
と
き

の
注
意
点
は
何
で
す
か
？

Ｑ6
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
る

医
療
機
関
は
ど
こ
で
す
か
？

Ｑ5
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

ど
こ
に
着
陸
す
る
の
で
す
か
？

新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市
丹波市

岩美町

若桜町

智頭町

八頭町

鳥取市

京丹後市

伊根町

宮津市

舞鶴市

与謝野町

福知山市 綾部市

３０km （９分）

５０km （１５分）

７０km （２１分）

公立豊岡病院

岡山県

京都府

ドクターヘリの特徴
　ドクターヘリは、人工呼吸
器や除細動器、吸引機、酸素
設備や携帯型超音波診断装置
などの医療機器を装備してお
り、搬送中も機内での気道確
保や薬剤投与が可能です。

　ドクターヘリ
は、時速200キロ
から250キロで飛
行できるため、
常駐する豊岡病
院から、30km圏
内を9分、50km

圏内を15分、70km圏内を21分で、医師、看
護師を乗せ、移動することができます。
　これにより、治療開始時間の短縮が図れ、
救命効果を高めることができます。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
範
囲

災害拠点病院
救命救急センター

ドクターヘリの
出動フロー
ドクターヘリの
出動フロー

救急現場

消防本部
公立豊岡病院（基地病院）
ドクターヘリ運航管理室

臨時発着場
（救急車とランデブー）

④
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動

⑤
病
院
搬
送

 　
（
基
地
病
院
）

①
救
急
要
請

②
救
急
車
出
動

⑤病院搬送

③ドクターヘリ出動要請

運航範囲は原則として、京都府北部、兵庫県北部及び鳥取県を運航範囲とし、基地病院より半径50km圏内にかかる消防本部の管轄区域とします。
ただし、ドクターヘリによる搬送が医療上有効と認められる場合や災害時は運航地域に関わらず、その他の地域へも出動します。
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震
災
を
経
験
さ
れ
て
い
る
方
が

多
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
経
験
が
十
分
発
揮
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
我
々
の
到
着
後

は
、
こ
ち
ら
が
何
も
言
わ
ず
と

も
、
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
医

師
や
消
防
の
方
に
も
水
や
タ
オ

ル
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

̶
今
回
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
が
始

ま
る
と
具
体
的
に
ど
う
変
っ
て
い
く

の
で
す
か
？

●
今
ま
で
で
あ
れ
ば
、
一
一
九
番

通
報
し
て
現
場
ま
で
救
急
車
が

行
き
、
現
場
か
ら
病
院
に
搬
送

し
て
い
た
時
間
が
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
に
よ
っ
て
半
分
の
時
間
で

す
み
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

救
急
車
が
呼
ば
れ
る
の
と
同
時

に
、
現
場
に
出
動
し
ま
す
の

で
、
救
急
現
場
か
ら
医
療
が
始

め
ら
れ
ま
す
。
医
療
の
開
始
時

　

間
が
約
半
分
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

̶

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
カ
バ
ー
す
る
エ
リ
ア
は
、

鳥
取
、但
馬
、京
都
北
部
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。豊
岡
市
内
で
あ
れ
ば
救
急
車

の
ほ
う
が
早
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
か
？

●
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
、
消
防
署

の
方
と
協
議
中
で
す
が
、
全
国

の
色
々
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
病
院
ま
で

救
急
車
で
十
分
か
か
る
場
所

よ
り
遠
い
所
は
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
方
が
有
効
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
豊
岡
市
内
に
は
、

救
急
車
で
十
分
で
行
け
な
い
所

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
内
で
も

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出
動
す
る
こ

と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

●
な
お
か
つ
、
こ
の
豊
岡
病
院
の

但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
半
径
百
キ
ロ
の
円
の

圏
内
を
考
え
る
と
、
そ
の
中
に

複
数
の
救
命
救
急
医
が
い
る
所

　

事
故
で
の
災
害
医
療
の
現
場
指
揮
も

経
験
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
は
い
。
そ
の
当
時
は
、
ち
ょ
う

ど
神
戸
市
に
あ
る
兵
庫
県
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
列
車
事
故
後
、
一
番

最
初
に
現
場
に
駆
け
つ
け
た
の

が
我
々
の
チ
ー
ム
で
し
た
。

̶

実
際
の
現
場
を
見
ら
れ
た
時
、
ど
う

で
し
た
？

●
駆
け
つ
け
た
時
は
事
故
の
全
体

像
が
分
か
ら
ず
、
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
理
解
す
る
の
に
相

当
な
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

ニ
、
三
時
間
後
に
や
っ
と
分

か
っ
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

̶

そ
の
際
、周
辺
に
住
む
方
々
は
す
で
に

救
助
活
動
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

●
は
い
。
周
辺
の
市
民
の
方
や
近

く
の
工
場
で
働
く
方
が
協
力
し

て
、
事
故
現
場
か
ら
患
者
を
外

に
運
び
出
し
た
り
、
倒
れ
て
い

る
方
に
水
や
タ
オ
ル
を
提
供
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
、
あ

の
地
域
の
方
は
、
阪
神
淡
路
大

第１２回

院内
インタビュー
院内
インタビュー

（前編）

公
立
豊
岡
病
院　

但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長

M
akoto K

obayashi

小
林
誠
人
さ
ん

̶

小
林
先
生
は
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で

豊
岡
病
院
に
来
ら
れ
た
の
で
す
か
？

●
今
回
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
導
入
さ

れ
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
体

制
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う

事
、
さ
ら
に
、
私
の
出
身
で
あ

る
鳥
取
市
も
含
め
、
こ
の
日
本

海
側
の
救
急
医
療
に
恩
返
し
が

で
き
る
と
い
う
事
が
き
っ
か
け

で
す
。

̶

今
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
扱
っ
た
テ
レ

ビ
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
の

モ
デ
ル
に
も
な
ら
れ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。

●
は
い
。
救
命
病
棟
二
十
四
時
と

い
う
番
組
で
す
。
確
か
災
害
医

療
の
特
集
を
し
た
シ
リ
ー
ズ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
家
に
帰

ら
な
い
医
者
と
い
う
モ
デ
ル
で

し
た
。（
笑
）

̶

そ
う
で
す
か
。
先
生
は
福
知
山
脱
線

福
知
山
脱
線
事
故
で
の
経
験

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
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す
か
？
」
な
ど
患
者
の
状
態
を

い
く
つ
か
質
問
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
対
し
て
落
ち
着
い
て
応

え
て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
て
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
よ
っ

て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
必
要
か
ど

う
か
消
防
署
が
判
断
し
ま
す
。

̶

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
条
件
は
？

●
一
般
市
民
の
方
が
直
接
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
通
常
通
り
一
一
九
番

　

通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
一

　

九
番
通
報
の
時
点
で
、
患
者
が

命
に
関
わ
る
重
篤
な
状
態
だ
と

疑
わ
れ
る
場
合
、
消
防
署
が
判

断
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請

が
か
か
り
ま
す
。

̶

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
ど
う
い
っ
た
場
所

に
着
陸
す
る
の
で
す
か
？

●
一
番
多
い
の
は
、
お
そ
ら
く
学

校
の
校
庭
、
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
等
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
士
が
安

全
と
判
断
す
れ
ば
近
所
の
空
き

地
に
も
降
り
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
き
ち
ん
と
安

全
確
認
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
住
民
の
方
は
驚
か
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
命
を
助
け
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
や
っ
て
き
た
と
思
っ

て
、
十
分
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

̶

処
置
後
、
必
ず
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
但

馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
の
で

す
か
？

●
必
ず
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救
命

セ
ン
タ
ー
で
の
治
療
が
必
要
と

判
断
す
れ
ば
、
多
少
遠
く
て
も

豊
岡
病
院
に
戻
り
ま
す
。
た

だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は

色
々
な
病
院
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
病
院
の
得
意
分
野
で
十
分
治

療
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
す
れ

ば
、
そ
ち
ら
に
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

状
態
、
緊
急
度
、
重
症
度
等
を

踏
ま
え
て
、
そ
の
場
で
我
々
が

判
断
し
ま
す
。

（
後
編
五
月
一
日
号
に
続
く
）

　

け
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
必
要
と

な
れ
ば
、
事
前
に
取
り
決
め
た

出
動
基
準
を
基
に
、
自
動
的
に

出
動
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
上
空
で
消
防
署
と

緊
急
患
者
の
容
態
や
場
所
を
話

し
な
が
ら
向
か
い
ま
す
。
で
す

か
ら
市
民
の
方
は
落
ち
着
い
て

一
一
九
番
通
報
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
電
話
の

向
こ
う
か
ら
消
防
署
の
方
が
、

「
呼
び
か
け
て
意
識
が
あ
り
ま

　

は
、
こ
の
豊
岡
病
院
し
か
な
い

の
で
す
。
鳥
取
市
に
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
が
一
つ
あ
り
ま
す

が
、
救
急
医
が
一
人
し
か
い
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
の
但
馬

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の

は
、
こ
の
日
本
海
側
の
救
命
救

急
の
最
後
の
砦
な
の
で
す
。
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
も
要
請
を
受
け
て

か
ら
、
出
動
す
る
ま
で
三
分
か

ら
五
分
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
消
防
署
が
通
報
を
受

小林　誠人（こばやし まこと）さんプロフィール

公立豊岡病院の但馬救命救急センター長。鳥取大学医学部卒業後、千里救命救急セ
ンターや兵庫県災害医療センターに勤務。福知山脱線事故の際、医療チームの現場
指揮を執るなど、経験豊富な救急専門医。昭和43年、鳥取市生まれ。41歳。

但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

　
　
　

日
本
海
側
の
救
急
医
療
を
確
立
し
た
い

未着
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INFORMATION & NEWS

じばさんTAJIMA ２階

つなげよう救命（いのち）のリレー

和田山医療センターでペットボトルキャンペーン

《和田山医療センター　環境対策委員会》

救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム

公立豊岡病院
救急総合調整
　　　　 担当部長

氏倉橋 卓男

神戸大学大学院
周産母子センター　
准教授

氏横山 直樹

公立豊岡病院
但馬救命救急センター長
ドクターヘリ準備室長

氏小林 誠人

ゴミとして焼却処分されると
キャップ400個で、3,150gのCO₂が発生。

3月20日土 ■ 参 加 費

■ 主　  催

■ 問合せ先

公立豊岡病院組合

公立豊岡病院組合 経営管理課
☎0 7 9 6 - 2 2 - 6 1 1 1

無 料

場所

日時
▼ ▼ 13：30 から 16：00 まで

P未着

2ヶ月に1回、豊岡市と朝来市内の全世帯にお届けして
いる広報紙に、会社やお店の広告を掲載しませんか。

広報紙 広告募集

■ 広告料金 31,500円　（1枠1回）
※1枠＝縦4.5cm×横17.4cm
※別途版下制作代金5,250円

■ 広報発行
■ 広告枠
■ 発行部数

■ 申し込み・問合せ先

2ヶ月に1回、白黒印刷
4枠～6枠を予定
46,000部

※広告掲載条件等、くわしくはこちらにお問合せください
広告代理店　㈲ジョインスリー
公立豊岡病院組合　経営管理課

0796-23-7731
0796-22-6111

　朝来和田山医療センターでは、環境対策委員会の
活動として、平成21年4月よりペットボトルキャッ
プ回収を開始しました。　
　院内5箇所（病棟・自動販売機横）に回収容器を
置き、また各部署にてキャップ回収をしています。
　回収したキャップは過去5回、2,000個ずつを朝来
市福祉協議会山東支所に持参しました。

　【ペットボトルのキャップ2,000個で下記支援】
　●ポリオワクチン1人分を支援
　●栄養給食1人分を支援
　●学校で使う鉛筆かペン1人分を支援

和歌山県立
医科大学附属病院
救急集中治療部 教授
救急集中治療部長

氏篠崎 正博
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看護職員募集中
私達と一緒に働きませんか？

《この件に関するお問合せ》
総務部　人事課

℡0796-22-6111  内線2102

　薬の飲み合わせには、薬
と薬、薬と食品等があり、
薬が効きすぎて副作用が現
れたり、逆に効果が下がっ
たりすることがあります。
薬を効果的に使用するため
に、今回から一言アドバイ
スを掲載します。
　今回は、薬を飲むための
飲み物についてです。全て
の薬で起こるわけではあり
ませんが、コーヒー・紅
茶・お茶（カフェインを多
く含むもの）、牛乳、グ
レープフルーツジュース、
ミネラルウォーター（硬
水）等で薬を服用すると、
効果が変わるものがあり、
薬を飲むための飲み物には
適しません。
　薬は「コップ１杯程度
の水」で飲むことが基本
です。
　詳しくは医師・薬剤師に
相談してください。

薬
の
飲
み
合
わ
せ

に
つ
い
て

和田山医療センター　薬局長  沖村

薬剤師の一言アドバイス

■ 募集人員
■ 選考
■ 応募締切
■ 選考日程

新1年生　3名程度
応募書類と面接により決定
平成22年3月25日（木）必着
平成22年3月26日（金）

※制度の概要は「ほすぴたる第30号（2010年1月発行）」をご覧ください。
※募集要項は病院組合ホームページからダウンロードできます。

■ 対象者

～ふるさと但馬の地域医療を守って～
医師修学資金貸与医学生を募集しています

　全国的な医師不足は年々その深刻さを増しており、当病院組合もその例外
ではなく、医師の確保は私たちにとりましても最重要課題であり、一刻も早
く解決しなければならない問題でもあります。
　そのような医療環境の中、当病院組合では平成16年度に医師修学資金貸与
制度を発足させました。現在までにのべ21名の方が利用されています。平成
22年度におきましても大学新1年生を対象に募集を実施します。熱意ある皆
様のご応募をお待ちしております。

　但馬地区の小学校、中学校又は高等学校を卒業し、平成22年4月現在で大
学医学部に在籍予定の方で、大学卒業後に公立豊岡病院で2年間の臨床研修
を修了し、引き続き医師として組合立病院で勤務する意思のある方

《お問合せ》
総務部　人事課
℡0796-22-6111
内線2102※面接時間は

　別途連絡

■ 募集人員
■ 選考
■ 応募締切
■ 選考日程

新1年生を含め20名程度
応募書類と面接により決定
平成22年4月20日（火）必着
平成22年4月24日（土）

※制度の概要は「ほすぴたる第30号（2010年1月発行）」をご覧ください。
※募集要項は病院組合ホームページからダウンロードできます。

～あなたの手で、あたたかい看護を～
看護師奨学金奨学生を募集しています

　公立豊岡病院では平成21年度から看護職員を増員配置し、患者の皆様へよ
り安全で安心な質の高い看護を提供する体制を整えています。
　当病院組合では、このような手厚い看護を引き続き提供すべく、看護職員
の確保に向けて、将来助産師や看護師として組合立病院で地域医療に携わる
ことを目指す看護学生を対象に、奨学金の貸与を行っております。平成21年
度は中途からの募集にも関わらず11名の方が応募されました。平成22年度に
ついては20名を募集します。
　我こそは！と思われる方、ご応募をお待ちしております。

■ 対象者
　平成22年4月現在で看護師又は助産師の養成施設に在学予定の方で、免許
取得後直ちに組合立病院で看護師又は助産師として勤務する意思のある方

《お問合せ》
総務部　人事課
℡0796-22-6111
内線2102※面接時間は

　別途連絡
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市民の皆様の
ご意見をお寄せ下さい

公立豊岡病院組合は
広報紙「ほすぴたる」への

皆様のご意見・ご感想を募集しています。

連絡先

公立豊岡病院組合 統轄管理事務所
総務部 経営管理課

〒668-8501　豊岡市戸牧1094
TEL　0796-22-6111（内線2111）
FAX　0796-22-0170
E-mail　kikaku@toyookahp-kumiai.or.jp

とべら

医師の異動のお知らせ
H21.12.2～H22.2.1

新任医師

岩脇　卓司・日高医療センター 医長眼 科

退職医師

公立豊岡病院 但馬救命救急センター

センター長  小林　誠人
こばやし　　　まこ　と

※事業所の職員健診などでもご利用ください。

〒669-5392　兵庫県豊岡市日高町岩中81
TEL 0796-42-1611 ／ FAX 0796-42-2344

公 立 豊 岡 病 院

日高医療センター
健診センター

　病気の予防や早期発見のための検査である人間ドックを受診した
場合、その費用の一部について助成を受けることができます。
　詳細は、人間ドックを受診する前に、お住まいの市町の保健
センターまたは勤務先へお問い合わせください。

人間ドック
受診助成
について

http://hidahp.hs.plala.or.jp/
詳しくは「ほすぴたる」第28号（平成21年9月発行）

または日高医療センターホームページ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をご覧下さい。

健
診
で
、

　
　

健
康
を
。

1泊2日ドックの方には、
ホテル仕様の宿泊施設と美味しい食事。ゆったりと過ごせます。

未着

健診センターは病院から独立した建物ですので、
静かな環境で気がねなく健診を受けられます。　

豊富な健診メニューをご用意しており、
動脈硬化に関する検診など
オプションも充実しています。


